
 

（事業報告書様式１） 

年度利用料金収入実績※有料施設がある場合のみ該当 

公 園 名 月 金 額 

富岡八幡公園プール 

7月 601,960円 

8月 520,230円 

9月 4,540 円 

計 1,126,730円 

 

（事業報告書様式２） 

年度公園施設及び有料施設利用回数・稼働率（月別） 

※利用人数を計測している公園施設及び有料施設がある場合のみ該当 

公 園 名 月 稼 働 日 数／稼 働 率 

富岡八幡公園プール 

7月 22日／100％ 

8月 29日／94％ 

9月 2日／40％ 

計 53日／91％ 

 

（事業報告書様式３） 

年度公園利用状況（園地や無料施設で利用者数を計測している場合及び有料施設がある場合は利

用者数を記載。施設数に応じて表を増減してください） 

 

 

 

 

 

  

公 園 名 月 利 用 者 数 

富岡八幡公園プール 

7月 3,294 人 

8月 3,479 人 

9月 44人 

計 6,817 人 



 

（事業報告書様式４） 

業務の第三者委託実績 

業務 内容 委託会社 

 

金額 

(円) 

年回数 実施月 

ろ過機点検 ろ過機整備 
ユニ機工

(株) 

51,700円 3回 6月 7月

9月 

廃棄物処理 
廃棄物回収及び 

処理 
(有)林商会 

93,797円 随時  

プール槽内清掃 函体清掃 
(株)スリー

ウッド 

173,800円 1回 6月 

水質検査 プール水質検査 
(株)シェル

商事 

66,110円 2回 7月 8月 

利用者満足度 

調査 

利用者アンケートの実施、

モニタリング結果の作成 
(株)バルク 

43,200円 1回 8月 

 

（事業報告書様式５） 

年度修繕実績 

修繕年月日 修繕箇所 金額 

(単位:円) 

委託業者名または直営かの記載 

令和 4年 1月 男子更衣室壁面ボード工事 113,300円 株式会社川上工務店 

合計  113,300円  

 

（事業報告書様式６） 

年度増減備品 なし 

30,000円以上の備品購入はございません。 

 

（事業報告書様式７） 

苦情対応報告 

苦情要望対応報告 

 年月日 内容 対応結果 

１ 2021年 7月 整理券の配布時間はなぜ朝だけなのか 暑い時間帯を避けて、待機列

をつくらないためとご説明い

たしました。 

２ 2021年 7月 4 部ごとの空き状況をホームページに載

せてほしい 

HP を随時チェックし管理す

ることができないと判断しま

した。 

３ 2021年 7月 開場前の営業方法に関する周知(ホーム

ページ以外)が足りない 

今年度は広報なし 



 

事件・事故・災害対応報告 

特になし 

 

（事業報告書様式８） 

市民サービスの向上や公園の魅力向上・利用促進 

１ 自主事業を含めた提案事業の方向性と狙いのまとめ 

 例年利用者の満足度・人気が高い自主事業は、利用者同士が密になるため実施することができません

でした。今年度は入場制限、検温、体調チェックシートの記入と受付に時間がかかる分、エアーコンプ

レッサーを用意することで利用者自身が持ち込む遊具についてよりストレスなくご利用いただける環境

を整えることができました。利用促進につなげるため回数券を発行し、多くの近隣小学生に複数回施設

を利用していただきました。今後コロナ禍でもできる自主事業を展開し、利用者を飽きさせないプール

づくりを目指します。 

 

２ 市民サービス向上取組の考え方 

 今年度はコロナ禍の運営で粛々とした運営であったため、自主事業等でサービスを向上させる

ことはできませんでした。コロナ禍でも利用者に安心して利用していただくために、徹底してコロナ対

策を実施いたしました。 

 

３ 利用促進の取組、利用者支援等の取組について 

・利用促進につなげるため、ポイントカードや回数券を発行し、複数回施設を利用していただくこ

とで、利用者に還元できる方策に取組んでおります。 

 

４ 指定管理者が課題に感じている公園運営改善策 

・整理券配布による待機列での熱中症対策の徹底 

・整理券・体調チェックシート記入による紙の消費と個人情報の取扱について 

 

５ 広報やパブリシティー取組の考え方 

・例年は当グループが管理運営を務める公園プール HP 上での情報発信を積極的に行い、また地域

イベント誌等にも情報を開示することで、新規利用者の増加に繋がるよう取り組んでおりますが、

今年度は粛々とした運営であったため、広報活動はしておりません。 

 

６ 利用者ニーズ把握取組の考え方 

・施設の運営状況について客観的な評価をいただくために行う第三者評価機関による外部モニタリ

ング（利用者満足度調査）を実施しました。 

・また、利用者から随時ご意見を頂戴できるように、ご意見箱を設置し、意見を集約し所管の公園

事務所へ報告しております。 

・即時に対応できるご意見につきましては対応し、対応に時間が掛かるご意見に対しては閉場期間

中の責任者会議で対応策を協議し、翌年度の運営で解消できるように努めます。 

  



（事業計画書様式９） 

収支報告書（指定管理料のみ） 

 
 

  

科目

収入の部

指定管理料 8,413,234 0 8413234 8,414,000 ▲ 766

利用料金収入 1,840,000 0 1840000 1,297,624 542,376

自主事業収入 0 0 0 0 0

雑入 0 0 0 0 0

その他雑入 0 0 0 0 0

収入合計 10,253,234 10253234 9,711,624 541,610

科目

支出の部

人件費 6,289,234 0 6289234 6,348,275 ▲ 59041

5,974,772 0 5974772 6,020,368 ▲ 45596

314,462 0 314461.7 0 314462

0 0 0 327,907 ▲ 327907

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

事務費 615,000 0 615000 797,579 ▲ 182579

0 0 0 0 0

150,000 0 150000 460,814 ▲ 310814

0 0 0 0 0

117,000 0 117000 0 117000

0 0 0 0 0

（横浜市への支払い分） 0 0 0 0 0

（その他） 0 0 0 0 0

25,000 0 25000 32,208 ▲ 7208

0 0 0 0 0

45,000 0 45000 39,237 5763

50,000 0 50000 0 50000

0 0 0 0 0

228,000 0 228000 265,320 ▲ 37320

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

自主事業費 0 0 0 0 0

差引

(C-D)
説明

当初予算額

(A)

補正額

(B)

予算現額

(C=A+B)
決算額(D)

差引

(C-D)
説明

退職者給付引当金繰入額

当初予算額

(A)

補正額

(B)

予算現額

(C＝A+B)
決算額(D)

給与・賃金

社会保険料

通勤手当

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

手数料

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

使用料及び賃借料

備品購入費

図書購入費

施設責任賠償保険

職員等研修費

振込手数料

リース料

地域協賛費



 

  

科目

支出の部

管理費総合計 1,922,000 0 1,922,000 498,707 1423293

光熱水費合計 0 0 0 0 0

光熱水費（電気） 0 0 0 0 0

光熱水費（ガス） 0 0 0 0 0

光熱水費（水道） 0 0 0 0 0

光熱水費（下水道） 0 0 0 0 0

165,000 0 165,000 173,800 ▲ 8800

1,000,000 0 1,000,000 113,300 886700

0 0 0 0 0

施設保全費 757,000 0 757,000 211,607 545393

空調衛生設備保守 0 0 0 0 0

消防設備保守 0 0 0 0 0

電気設備保守 0 0 0 0 0

害虫駆除清掃保守 100,000 0 100,000 0 100000

公租公課 626,000 0 626,000 780,681 ▲ 154681

0 0 0 0 0

626,000 0 626,000 780,681 ▲ 154681

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

事務経費 621,000 0 621,000 611,564 9436

621,000 0 621,000 611,564 9436

0 0 0 0 0

180,000 0 180,000 994,156 ▲ 814156

10,253,234 0 11010234 10,030,962 222272

0

35,000 0 35,000 131,553 ▲ 96553

35,000 0 35,000 464 34536

0 131,089 ▲ 131,089

当初予算額

(A)

補正額

(B)

予算現額

(C＝A+B)
決算額(D) 説明

清掃費

修繕費

機械警備費

その他保全費・

園地管理費
657,000 0 657,000 211,607 445,393

差引

(C-D)

共益費（合築等の場合）

公租公課（事務所税）

公租公課（消費税）

公租公課（印紙税）

その他公租公課

差引

事務経費（当該施設分）

その他経費（当該施設分）

支出合計

差引

設置管理許可収入合計

設置管理許可支出合計

事務経費（本部分）



（事業報告書様式 10） 

運営目標・実績報告 

目標設定 

の視点 

当初設定した

運営目標 

当初設定した 

管理指数・数値 

実績 目標との

差異 

今後の取組 

（改善計画） 

業務運営１ 

（ 達 成 目

標、運営業

務の実施方

針） 

各目標設定に

ついて適切な

運営計画を設

けることで、利

用者の反復利

用につながる

よう努めます。 

施設の運営状況に

ついて客観的な評

価をいただくため

に行う第三者評価

機関による外部モ

ニタリング（利用

者満足度調査）に

おける「再来希望」

の項目について

「利用したい」の

評価を 85％以上取

得 

88.1%取得 目標を大

きく上回

る結果と

なった。 

また来たいと思っ

ていただけるよう

に、イベントや清

掃、スタッフの対

応等で補えるよう

努めます。 

業務運営２ 

（利用者サ

ービスの向

上、利用者

満足度や利

用 者 数 の

増、利用 

しやすさ向

上） 

新たな自主事

業を盛り込む

ことにより、利

用者が更にプ

ールで楽しめ

る環境を創出

します。 

施設の運営状況に

ついて客観的な評

価をいただくため

に行う第三者評価

機関による外部モ

ニタリング（利用

者満足度調査）に

おける「イベン

ト・催しについて」

の項目について

「満足」の評価を

80％以上取得 

コロナのた

め未実施 

 今後コロナ禍でも

できる自主事業を

展開し、利用者を

飽きさせないプー

ルづくりを目指し

ます。 

 

業務運営３ 

（ 人 員 配

置、緊急時 

対応計画、

防犯防災、 

災害対応） 

適正な監視体

制を構築し、研

修の徹底によ

り利用者の事

故を未然に防

ぎます。 

各公園プール事故

件数 0件 

各公園 0件 なし 引き続き適正な監

視体制を維持し、

利用者の安全を確

保します。 

人材育成 

研修実施 

効果等 

公共施設に従

事するスタッ

フとしてふさ

わしい対応を

取れるように

施設の運営状況に

ついて客観的な評

価をいただくため

に行う第三者評価

機関による外部モ

92.7%取得。 目標を大

きく上回

る結果と

なった。 

引き続き研修等

で、満足度の高い

サービスが提供で

きるよう努めてま

いります。 



人材育成を行

います。 

ニタリング（利用

者満足度調査）に

おける「職員の応

対」の項目につい

て「満足」の評価

を 80％以上取得 

維持管理１ 

（施設の保

守管理、 

補修計画） 

プール開場ま

でに、利用者に

とって利便性

が悪い・危険で

あると感じる

ような箇所を

出来得る限り

取除きます。 

利用者及びプール

監視員に対するヒ

ヤリハット図を作

成し、施設及びコ

ントロールルー

ム・スタッフ控室

に貼付 

作成・及び

貼付した。 

なし 貼付するだけでな

く、指差し呼称を

行うなど、スタッ

フに浸透するよう

に努めます。 

維持管理２ 

（清掃、園

地維持 

管理、災害

対応） 

高圧洗浄機を

用いた清掃を

実施するなど、

利用者が気持

ちよく利用で

きる環境を整

えます。 

施設の運営状況に

ついて客観的な評

価をいただくため

に行う第三者評価

機関による外部モ

ニタリング（利用

者満足度調査）に

おける「施設の清

潔さ」の項目につ

いて「満足」の評

価を 75％以上取得 

80.7%取得。 目標数値

より高い

結果であ

った。 

利用者が快適に利

用できるよう、引

き続き開場前の清

掃を徹底してまい

ります。 

 

収支 

（修繕等、

収入、支出） 

修繕業務に関

して相見積も

りを取ること

による経費削

減を目指しま

す。 

修 繕 費 予 算

￥ 1,000,000 の完

全消化 

￥113,300 年度内に

修繕を行

うことが

できなか

った。 

日頃の点検により

修繕箇所があれ

ば、早急に対応し

てまいります。 

経費節減策 各公園プール

の備品・消耗品

等を一括発注

することによ

り、経費を削減

いたします。 

備品・消耗品等の

支出について予算

額を超過しない。 

備品購入費

32,208円 

当初予算額

+7,208円 

消 耗 品 費

460,814円 

当初予算額

+310,814円 

￥318,022

超過 

コロナ対策による

備品購入費の増

額、及び猛暑によ

る消耗品費の増額

となったため、適

正な額を確保して

いきます。 



（事業報告書様式 11） 

自主事業実施報告 

事業名 事業内容・実施結果 参加 

人数 

実施日 

スタンプカードサービス 小学生以下を対象にスタンプカードを発行する。 

 
多数 随時 

共通回数券の発行 

利用回数の多いご利用者への満足度向上のため、

5時間利用分の料金で 6時間（1時間券×6枚）利

用できる回数券を用意しました。 

（25mプール：1時間券×6枚綴り 500円） 

（子ども用プール：1時間券×6枚綴り 300円） 

多数 随時 

夏の思い出発表会 

利用者から募集して決定した当グループの横浜市

公園プールイメージキャラクター「ハピプルちゃ

ん」に色をつけていただき、施設内に掲示します。

絵を描いていただいた利用者には、１時間券をお

渡しします。（何名でも・無料）※ただし 1 人 1

枚に限る 

－ 

コロナの

ため 

未実施 

翻訳機の導入 

外国人利用者がスムーズに利用できるように翻訳

アプリ（タブレットにインストール予定）を導入

します。 

多言語を対象とし、対応していきます。 

（どなたでも利用可・無料） 

少数 随時 

空気入れの貸出 電動式空気入れを貸し出す。 

 
多数 随時 

無料開放デー 終日プールを無料で開放。 

 
多数 随時 

 

  



（事業報告書様式 12） 

利用者アンケート結果 

富岡八幡公園プール 

◇総合満足度は 88.1％ 

  継続利用意向も 90.7％と評価が非常に高い 

総合満足度は「満足」が 88.1％と非常に高い。 

継続利用意向も「利用したい」が 90.7％と非常に高くなっている。 

ネットプロモータースコアは、推奨者（10点・9点）70.1％ － 批判者（6～0点）3.7％ ＝ NPS 

66.4となっている。 

◇利用目的は交流と体力向上、プールの認知経路は紹介 

利用目的は「仲間・友人との交流」（28.4％）、「家族との交流」（28.4％）、「体力向上」（29.4％）が

ともに約 3割で、利用頻度は「週に 1～2回」が 34.9％で最も多い。 

プールの認知経路は「通りがかり」（44.0％）、「友人・知人の紹介」（33.9％）が多い。 

◇施設評価はスタッフの評価が非常に高い、清潔さ、安全管理、利便性、その他の評価も高い 

すべての評価項目で「満足」が 75％を超え、評価が高くなっている。特に評価指標【スタッフ】で

は、2項目で 90％を超えている。 

継続利用意向の理由では、楽しかったという声の他、スタッフの対応を評価する声も多くあがってい

る。 

◇新型コロナウイルス対策は「充分」が 95.4％と、評価が非常に高い 

新型コロナウイルス対策の評価については、『総合的な対策』は「充分」が 95.4％、「まあ充分」が

3.7％と評価が高い。 

5項目すべてで同様の傾向となっている。 

  



（事業報告書様式 13） 

研修実施報告 

 実施日 研修名 内容及び効果 

１ 随時 指定管理者講習 責任者として従事する社員を対象に指定管

理者としての心構えや、施設の設置目的達成 

のための講習を行いました。各施設責任者が

責任をもって業務に取り組み、夏季限定の公

園プールを安全かつスムーズに運営するこ

とができました。 

２ 随時 人権啓発研修 責任者として従事する社員を主対象に、人権

に関する基本研修や公平・平等な施設運営に

ついて研修を行いました。 

３ 随時 CS（顧客満足度）研修 

 

全プールスタッフを対象に、CS 向上に向け

ての取組み検討や苦情処理方法の確認を行

いました。前年度にあがったクレームについ

て対処法を協議し再発防止につなげました。 

４ 随時 コンプライアンス（法令遵守）研修 法令及び規則等の確認や、コンプライアンス

教育についての研修を行いました。 

個人情報の取扱、ハラスメントについて理解

し働きやすい環境を整えました。 

５ 随時 防犯・防災・緊急時対応研修 危機管理行動マニュアルの読み合わせ、応急

措置法、心肺蘇生法、AED の取扱について

消防署の方を講師に研修を行いました。 

６ 随時 接遇マナー研修 全プールスタッフを対象に接遇研修及び実

務研修を行いました。 

職員の行動がプール全体のイメージになる

ことを理解させ、大きなトラブルなく運営す

ることができました。 

７ 随時 個人情報保護及び情報公開 全プールを対象に個人情報保護法等の理解

とプライバシーマークに基づいた研修を行

いました。 

 


